
1 

 

「第３次宇都宮市環境基本計画 後期計画」（素案）等について 

◎ 趣旨 

「第３次宇都宮市環境基本計画 後期計画」（素案）等の内容について審議するもの 
 
１ 策定の目的 

「環境未来都市うつのみや」の実現やＳＤＧｓの達成に向けて，環境施策の一層の充実を図

る必要があることから，現行計画の中間見直しを実施し，後期計画を策定する。 
 
２ 計画の位置付け 

・ 「第６次宇都宮市総合計画」の基本施策「環境への負荷を低減する」における個別計画 

・ 「宇都宮市地球温暖化対策実行計画」等の上位計画 

・ ＳＤＧｓの目標「7エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「13 気候変動に具体的な対策

を」「15 陸の豊かさも守ろう」等の達成に貢献し，環境面から持続可能な都市を目指すもの 

 
 
 
 
 
 
 
３ 計画期間 

  令和３年度から令和７年度までの後期５か年 

 
４ 計画の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 計画の内容 

 「第３次宇都宮市環境基本計画 後期計画」（素案）概要版・・・別紙１ 

 

資料

2025 年頃のあるべき姿の実現に向けた施策 

計画の⽬標年度（2025 年）に向けたあるべき姿を整理 

脱炭素社会  循環型社会  持続可能なまち 

21 世紀半ばの環境未来都市の姿 

実現に向けた推進方針を設定 

2025 年頃のあるべき姿 

地球環境 廃棄物 自然環境 生活環境 人づくり 

分野別施策 

第６次宇都宮市総合計画 

第３次宇都宮市環境基本計画 後期計画 

宇都宮市地球温暖化対策実行計画 後期計画
うつのみや生きものつながりプラン 後期プラン

・都市計画マスタープラン 

・都市交通戦略 

・緑の基本計画 

・食料・農業・農村基本計画 等 

宇都宮市環境基本条例 

３つの視点でそれぞれの姿を具現化 

「ひと」 市民の暮らし 

「まち」 まちの空間 

「しくみ」暮らしや空間を支える仕組み
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６ 計画の特徴 

 ⑴ 本市が目指すまちの姿 

   将来にわたって持続可能なまちの姿として，新たに「環境未来都市うつのみや」を明示 

⇒  ・ 地球温暖化の原因となる温室効果ガスを排出しない「脱炭素社会」 

・ 「もったいないのこころ」でひとやものを大切にする「循環型社会」 

・ ＡＩやＩｏＴで複合的な課題を同時解決する持続可能な「スマート・シティ」 

 

⑵ 分野別施策（分野別の施策体系と新規・拡充事業・・・別紙２） 

  ア 地球環境（「宇都宮市地球温暖化対策実行計画 別紙３」に反映） 

   ① 国・県を上回る温室効果ガス排出量の削減目標 

    本市独自の施策事業の展開により，国・県の 26％を上回る 27％を設定 

     ※ 本市の 2017 年度（最新値）における温室効果ガス排出量は，家庭や自動車からの排出量増加

により，４％増加（2013 年度比）していることから，実質 31％削減を目指す。 

 

② ポスト・コロナを契機とした環境と経済の好循環の創出 

脱炭素社会への投資を通じた経済復興（グリーンリカバリー）の促進 
⇒ ・ 地域新電力による再生可能エネルギーの地産地消の推進 

・ 温室効果ガスの排出量が実質ゼロの住宅であるＺＥＨの普及促進 
・ 蓄電池を活用した太陽光エネルギーの自家消費の促進 
・ 温室効果ガスを排出しない水素技術の導入 
・ 環境にやさしい電気自動車の普及拡大 

 

③ 気候変動に対する適応策の推進 

    温室効果ガス排出量の削減（緩和策）に加え，気候変動による自然災害などの被害を

軽減する適応策を市民・事業者・行政が連携して推進するため，「気候変動適応計画」を

策定（宇都宮市地球温暖化対策実行計画に内包） 

 

イ 廃棄物 

  ① 県内他市に先駆けた食品ロス削減推進計画の策定 

市民・事業者・行政がそれぞれ主体となって，食品ロス削減を推進するため，「宇都宮

市食品ロス削減推進計画」を策定 
 

② 資源循環プロジェクトを通じた新たな環境問題への対応 

「資源循環プロジェクト」を立ち上げ，食品ロスやプラスチックごみの発生抑制や再

生利用等に向けた取組を推進 
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ウ 自然環境（「うつのみや生きものつながりプラン 別紙４」に一部反映） 

① 多様な主体間の連携強化に向けた仕組みづくり 

地域特性に応じた里地里山の保全活動などに関するノウハウやフィールドを持つ市民

団体と社会貢献に意欲を示す事業者をマッチングし，生物多様性の保全活動の活性化を

図る「うつのみや生きものつながり活性化事業」の創設 

 

② 気候変動や外来種の影響を踏まえた環境変化への対応 

気候変動や外来種による影響の把握も含めた自然環境基礎調査の実施や，本市への侵

入が懸念される外来種の監視強化 

 

③ 自然との共生に向けたまちづくり 

 市民や事業者等と連携した緑化活動や，自然と触れ合える都市緑地の整備のほか，農

地荒廃の未然防止に係る取組などを通じて自然との共生に向けた取組を推進 

 
  エ 生活環境 

   ① 生活環境の保全に係る総合的な事業の推進 

大気や水，土壌といった個別の施策体系から横断的な施策体系へ再編し，施策・事業

を総合的・効果的に推進 
 

② 良好な生活環境の確保に向けた意識啓発の強化 

事業者の法令遵守や近隣公害防止への配慮等について，説明会やホームページ等を通

じた効果的な環境保全意識の啓発 
 
  オ 人づくり 

 ① ＳＤＧｓの理念を取り入れた「もったいない運動」の活性化 

     本市独自のもったいない運動の趣旨に加え，ＳＤＧｓの理念を取り入れた持続可能な

まちに向けた人づくり 
 

② ＳＮＳや官民連携を通じた人づくりの強化 

     環境学習講座や宇都宮学，出前講座等のほか，スマートフォンアプリやＳＮＳなど，

ＩＣＴを活用した幅広い年代へのアプローチの強化 
 
７ 今後のスケジュール 

令和２年１２月  パブリックコメント（～令和３年１月） 

３年 ２月  宇都宮市環境審議会（答申） 

    ３月  庁議，公表 


